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一般会計予算額　158 億 8,000 万円（前年度比 7.0％増）

特別会計予算額　   47 億 5,640 万 3 千円（前年度比 0.4％減）

令和８年度　西之表市当初予算令和８年度　西之表市当初予算

１　くらし分野１　くらし分野
　　　　基本目標：生涯にわたって暮らし続けられる、安心・安全で快適なまち基本目標：生涯にわたって暮らし続けられる、安心・安全で快適なまち

地方交付税地方交付税
41.141.1

25.9％25.9％

市税市税
19.419.4

12.2％12.2％国庫支出金国庫支出金
41.041.0

25.8％25.8％

県支出金県支出金
10.110.1
6.4％6.4％

市債市債
7.07.0

4.4％4.4％

その他その他
40.240.2

25.3％25.3％

歳入 【単位：億円】 歳出 【単位：億円】

人件費人件費
22.622.6

14.2％14.2％

物件費物件費
19.219.2

12.1％12.1％

補助費等補助費等
27.027.0

17.0％17.0％

普通建設事業費普通建設事業費
29.329.3

18.5％18.5％

　市では、令和８年度西之表市当初予算案を、令和８年第 1 回市議会定例会に提案し、原案通り可決され
ましたので、その概要（主要事業等）についてお知らせします。
　令和８年度西之表市当初予算については、第７次長期振興計画前期計画の初年度として、基本計画に掲
げる５つの「まちづくりの基本目標」を基に編成しています。
※本文《 》中、以下のとおり、文言を省略して掲載しています。
新…新規事業、継…継続事業、拡…拡充事業、再編…再編交付金、国…国庫補助、県…県補助

扶助費扶助費
24.224.2

15.2％15.2％

公債費公債費
10.610.6
6.7％6.7％

その他その他
15.815.8
9.9％9.9％

２　しごと分野２　しごと分野
　　　　基本目標：「なりわい」を豊かにし、活力とにぎわいがあふれるまち基本目標：「なりわい」を豊かにし、活力とにぎわいがあふれるまち
畑地かんがい施設整備事業《継・130,614 千円・再編》
…老朽化した畑地かんがい施設（パイプライン）の長寿命化対策や農業用水施設の拡充を行うことで，農
業用水の安定供給を確保し農業生産性の向上を図る。
漁業施設整備事業《新・39,757 千円・再編》
…漁業施設等の計画的な整備を行うため、西之表港旧港地区における基本構想及び基本計画を策定する。

繰出金繰出金
10.110.1
6.4％6.4％

公営住宅整備事業《継・70,045 千円・国》
…榕城校区内の市営 6 団地を集約対象とした鴨女町団地建替に関する、第 1 工区移転入居、第 2 工区解体
等を行う。
環境衛生事業《新・3,992 千円》
…野良猫のフン尿や鳴き声、過剰繁殖、無責任な餌やりにより生活環境の悪化が懸念されており、市民か
らの困りごと相談が増えてきていることから、地域おこし協力隊を配置し、状況把握や相談業務の強化を
図るとともに、引き続き適正飼育の啓発活動を行う。
西之表市地域公共交通事業《新・38,152 千円・再編》
…市街地巡回バス及びデマンド型乗合タクシーの老朽化した車両３台（わかさ姫２台、どんがタクシー１台）
の更新を行う。
騒音測定装置購入事業《新・74,650 千円・再編》
…騒音については、市民生活に直結するものであり、十分な配慮が必要であることから、本市においても
独自に調査を実施し、必要に応じて騒音対策を講じていく必要があるため、測定装置を購入、設置する。
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３　ひと分野３　ひと分野
　　　　基本目標：将来を担う「ひと」が育ち、基本目標：将来を担う「ひと」が育ち、
　　　　　　　　　　全ての「ひと」が生涯にわたっていきいきと輝けるまち　　　　　　　　　　全ての「ひと」が生涯にわたっていきいきと輝けるまち
婚活応援プロジェクト事業《拡・2,538 千円》
…令和 7 年度に創設した結婚祝金に加え、出会いの場づくりのため地域や事業所・団体等が行う婚活イベ
ントに対する補助制度（出会いイベント開催支援事業補助金）を創設する。
たねがしまるっと移住相談会開催事業《新・2,261 千円・県》
…移住を検討している方々を対象に種子島西之表市の生活環境や受入環境、仕事や住まいなど個別の相談に
対応する市単独の移住相談会を開催し、本市への移住定住の促進を図る。
市民フェア開催事業《継・1,077 千円》
…寿大学、高齢者学級、ふるさとまなび～隊、市民講座、自主講座などの生涯学習活動における成果を発表
する場として、市民フェアを開催することで、生涯学習に対する理解と関心を深める。
市営グラウンド整備事業《継・684,068 千円・再編》
…市営グラウンドを全面改修し、市民の健康維持と競技力向上、また、スポーツ交流の拠点施設としてスポー
ツ振興を図る。（令和 8 年度は、グラウンド部分の全面改修工事を行う。）

４　けんこう分野４　けんこう分野
　　　　基本目標：「健幸」を築き、互いに支え合い、自分らしく元気に暮らせるまち基本目標：「健幸」を築き、互いに支え合い、自分らしく元気に暮らせるまち
看護師養成所運営支援事業《新・21,159 千円・再編》
…令和８年４月「鹿児島医療技術専門学校種子島サテライト教室」が開設されることから備品整備や運営
補助を実施する。種子島で初の高等教育機関、看護師養成所設置となる。
予防接種事業《継・27,144 千円・基金》
…インフルエンザの感染及び重症化を予防するため、ワクチン接種希望者に対して接種費用の一部を助成
する。対象者は生後 6 か月以上の西之表市民で助成額は１回あたり 3,000 円とする。
高齢者おでかけ券交付事業《新・7,190 千円》
…75 歳以上の市民に対してタクシーと温泉で利用できるチケットを交付し、移動手段を確保するとともに、
社会参加や外出を支援し、要支援や要介護状態になることを予防する。
シニアカー購入費補助事業《継・1,950 千円》
…65 歳以上の市民に対してシニアカーの購入費補助を行うことで移動手段を確保し、健康の維持増進と自
立した生活を支援する。

電子地域通貨システム推進事業《継・272,483 千円》
…「たね Pay」を活用し、持続可能なまちづくりや地域振興の促進を目指す。
種子島滞在型観光促進事業《新・4,730 千円・県》
…もう 1 泊したいと旅行者に思わせるような島での食や体験といった地域の魅力の旅行商品化や観光サー
ビスの担い手育成等を図る。

※再編交付金を活用したその他事業の詳細については、馬毛島だよりに掲載予定です。
■問合せ先　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111 内線 279・283

５　まちづくり分野５　まちづくり分野
　　　　基本目標：しくみをつくり、ともに「まち」をつくる基本目標：しくみをつくり、ともに「まち」をつくる
地域情報通信基盤管理運営事業《新・204,986 千円・市債》
…令和 8 年 4 月 1 日より光回線設備等を NTT 西日本へ譲渡し、申込先の一本化や市への費用負担が無く
なるなど、光サービスの利用はそのままで、市民への負担を減らす。
教育宿舎設置運営事業《継・160,320 千円・国》
…種子島高校の存続、維持を目的として、島外からの入学生確保に向け、種子島高校の寄宿舎を整備する。
教育交流施設設置検討事業《継・79,500 千円・再編》
…多世代交流施設の整備に向け、基本設計及び開発設計を実施する。
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　この看護学校サテライト教室開設に当たり、以下の企業様から企業版ふるさ　この看護学校サテライト教室開設に当たり、以下の企業様から企業版ふるさ
と納税によるご寄附をいただき、開設に向けた事業を進めてきました。と納税によるご寄附をいただき、開設に向けた事業を進めてきました。
　あたたかいご支援をいただき、ありがとうございました。　あたたかいご支援をいただき、ありがとうございました。

・株式会社竹之内工務店様　　・鹿島建設株式会社九州支店様・株式会社竹之内工務店様　　・鹿島建設株式会社九州支店様
・株式会社新永様　　　　　　・株式会社ネクサスプロパティマネジメント様・株式会社新永様　　　　　　・株式会社ネクサスプロパティマネジメント様
・株式会社南九様　　　　　　その他１社の企業様・株式会社南九様　　　　　　その他１社の企業様
～企業版ふるさと納税とは～～企業版ふるさと納税とは～
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業が地方公共団体の地方創生の取組に対して寄附　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業が地方公共団体の地方創生の取組に対して寄附
を行った場合に法人関係税を税額控除するもので、企業として地域振興や SDGs の達成など社会貢献を行った場合に法人関係税を税額控除するもので、企業として地域振興や SDGs の達成など社会貢献
ができるほか、法人税の高い軽減効果を受けられるメリットがあります。ができるほか、法人税の高い軽減効果を受けられるメリットがあります。
　本市では、令和元年度から「企業版ふるさと納税制度」を活用し、企業の皆様からご支援をいただ　本市では、令和元年度から「企業版ふるさと納税制度」を活用し、企業の皆様からご支援をいただ
いています。いています。 ■問合せ先　市役所企画課企画調整係　☎ 22‐1111 内線 210

鹿児島医療技術専門学校種子島サテライト教室鹿児島医療技術専門学校種子島サテライト教室
令和８年４月開校令和８年４月開校

　種子島初の高等教育機関となる「鹿児島医療技術専　種子島初の高等教育機関となる「鹿児島医療技術専
門学校　種子島サテライト教室」の 4 月開校にあたり、門学校　種子島サテライト教室」の 4 月開校にあたり、
3 月 27 日（金）に竣工式が執り行われました。3 月 27 日（金）に竣工式が執り行われました。
　この看護師養成所は、旧中目医院を改修し、学校法　この看護師養成所は、旧中目医院を改修し、学校法
人原田学園・鹿児島医療技術専門学校（鹿児島市）看人原田学園・鹿児島医療技術専門学校（鹿児島市）看
護学科の種子島サテライト教室として開校します。こ護学科の種子島サテライト教室として開校します。こ
こでは、座学はオンライン受講、実習は地元医療機関こでは、座学はオンライン受講、実習は地元医療機関
で行い、種子島に住みながら看護師資格を取得できまで行い、種子島に住みながら看護師資格を取得できま
す。これは先進的な取組で、全国では 2 例目、離島です。これは先進的な取組で、全国では 2 例目、離島で
は初めての試みになります。地域創生、医療人材の確は初めての試みになります。地域創生、医療人材の確
保に寄与する取組として、原田学園、種子島医療セン保に寄与する取組として、原田学園、種子島医療セン
ターをはじめ、多くの関係機関の協力のもと、今年度ターをはじめ、多くの関係機関の協力のもと、今年度
の開校となりました。今年は 2 名の学生が入学し、看の開校となりました。今年は 2 名の学生が入学し、看
護師資格の取得を目指します。新卒者だけでなく社会護師資格の取得を目指します。新卒者だけでなく社会
人の入学も可能で、オープンキャンパス等も実施され人の入学も可能で、オープンキャンパス等も実施され
る予定です。今後、多くの学生がサテライト教室で学び、る予定です。今後、多くの学生がサテライト教室で学び、
将来の種子島の地域医療を支える担い手として成長さ将来の種子島の地域医療を支える担い手として成長さ
れることが期待されます。れることが期待されます。
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ご支援ご支援
ありがとうございますありがとうございます
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1　歴史文化課の設置
　令和 8 年 4 月 1 日、西之表市教育委員会に「歴史文化課」が新しくできました。
　西之表市には、鉄砲が日本に初めて伝わった歴史や、昔から受けつがれてきた文化、そして豊かな自然
など、全国に誇ることができる大切な「歴史」や「文化」がたくさんあります。これらは、昔の人々のく
らしや知恵を今に伝える、かけがえのない宝物です。歴史文化課は、こうした宝物を大切に守りながら、
次の世代へしっかりと引きつぎ、地域づくりや学び、観光などに活かしていくために設置されました。
　これからは、「守ること（保存）」と「活かすこと（活用）」を一つにして進め、市民の皆様にとって、
より身近で親しみやすい歴史や文化を感じられるよう取り組んでいきます。

■問合せ先
　　　　西之表市教育委員会　歴史文化課（種子島開発総合センター「鉄砲館」内）　☎ 23‐3215

２　歴史文化課の組織
　歴史文化課に、次の２つの係を設置します。

「歴史文化課」がスタートしました「歴史文化課」がスタートしました

第 11 回西之表市震災対策訓練・洲之崎地区火災想定訓練

■文化財係■文化財係
　文化財や歴史資料を守り、未来へ伝える役割　文化財や歴史資料を守り、未来へ伝える役割
を担います。を担います。

・主な業務・主な業務
　文化財の調査や保護、文化財に関する相談や　文化財の調査や保護、文化財に関する相談や
手続き、歴史資料の収集・整理・保存、種子島手続き、歴史資料の収集・整理・保存、種子島
開発総合センター「鉄砲館」の管理運営開発総合センター「鉄砲館」の管理運営

　３月８日（日）に市内全域で震災対策訓練を行　３月８日（日）に市内全域で震災対策訓練を行
いました。小さなお子様からご高齢の方まで、総いました。小さなお子様からご高齢の方まで、総
勢１，２８７名の皆様にご参加いただきました。勢１，２８７名の皆様にご参加いただきました。
　また、２月 15 日（日）に洲之崎地区で火災想　また、２月 15 日（日）に洲之崎地区で火災想
定訓練が行われました。訓練は消防署が中心とな定訓練が行われました。訓練は消防署が中心とな
り、消防団、校区防災会、警察署などの各関係機り、消防団、校区防災会、警察署などの各関係機
関が連携し、避難誘導や狭い道路の火災発生場所関が連携し、避難誘導や狭い道路の火災発生場所
へホースを延ばすなどの訓練を行いました。洲之へホースを延ばすなどの訓練を行いました。洲之
崎地区の住民は、総勢７７名と多くの方々が参加崎地区の住民は、総勢７７名と多くの方々が参加
しており、自治会長、班長が中心となり、避難者しており、自治会長、班長が中心となり、避難者
の確認、要支援者の避難支援などに取り組んでおの確認、要支援者の避難支援などに取り組んでお
り、洲之崎地区の日頃からの防災意識の高さを確り、洲之崎地区の日頃からの防災意識の高さを確
認することができました。認することができました。
　災害はいつ起こるか分かりません。自分（家族）　災害はいつ起こるか分かりません。自分（家族）
の命は自分で守る「自助」、近隣どうしが連携・の命は自分で守る「自助」、近隣どうしが連携・
協力して防災活動に取り組み、非常時に助け合う協力して防災活動に取り組み、非常時に助け合う

「共助」を日頃から心掛け、災害に備えておきま「共助」を日頃から心掛け、災害に備えておきま
しょう。しょう。

■歴史文化活用係■歴史文化活用係
　歴史文化を地域づくりや学びに活かす役割を　歴史文化を地域づくりや学びに活かす役割を
担います。担います。

・主な業務・主な業務
　歴史文化を活かした地域づくり、歴史文化の　歴史文化を活かした地域づくり、歴史文化の
情報発信、歴史文化資源の調査や整理、市史の情報発信、歴史文化資源の調査や整理、市史の
編さん、市民への歴史学習の支援編さん、市民への歴史学習の支援

■問合せ先　市役所総務課防災消防係　☎ 22‐1111 内線 205・206
⑤ 市政の窓2026. ５月号
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※
氏
名
／
新
所
属
〈
旧
所
属
〉
で
記
載

令
和
８
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

𠮷
田 
孝
一
／
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
兼
政
策
調
整
担
当

奥
村 

裕
昭
／
建
設
課
長

松
元 

明
和
／
経
済
観
光
課
長

小
川 

政
幸
／
福
祉
事
務
所
援
護
係
長

木
村 

文
昭
／
経
済
観
光
課
主
査

下
園 

歩
／
高
齢
者
支
援
課
主
査

上
塘 

夕
貴
／
建
設
課
主
査

竹
原 

雄
斗
／
財
産
監
理
課

松
浦 

真
／
総
務
課
付
け
（
鹿
児
島
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

令
和
８
年
４
月
１
日
付

【
課
長
級
】

川
畑 

利
昭
／
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

〈
教
育
総
務
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
政
策
調
整
担
当
〉

沖
田 

純
一
郎
／
歴
史
文
化
課
長
〈
社
会

教
育
課
長
〉

長
野 

望
／
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
長
兼
政
策
調
整
担
当
〈
財
産
監

理
課
長
兼
政
策
調
整
担
当
〉

高
橋 

英
樹
／
建
設
課
長
兼
農
林
水
産
課

課
長
級
参
事
（
ダ
ム
管
理
主
任
技
術
者
）

〈
水
道
課
長
兼
政
策
調
整
担
当
〉

中
村 

和
典
／
教
育
総
務
課
課
長
級
参
事

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
〈
健
康
保
険
課

付
け
課
長
級
参
事
（
種
子
島
産
婦
人
科

医
院
組
合
派
遣 

事
務
局
長
）〉

上
妻 

富
夫
／
総
務
課
付
け
課
長
級
参
事

（
種
子
島
地
区
広
域
事
務
組
合
派
遣 

事
務

局
長
〈
派
遣
延
長
〉）

中
里 

千
秋
／
教
育
総
務
課
長
兼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
政
策
調
整
担
当
〈
健

康
保
険
課
長
〉

中
野 

賢
二
／
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公

平
委
員
会
事
務
局
長
〈
農
業
委
員
会
事

務
局
長
〉

岩
下 

栄
一
／
農
林
水
産
課
長
兼
政
策
調

整
担
当
〈
農
林
水
産
課
長
〉

常
山 

隆
治
／
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
付

属
小
学
校
校
長
〈
学
校
教
育
課
長
〉

山
田 

正
次
／
財
産
監
理
課
長
兼
政
策
調

整
担
当
〈
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公
平

委
員
会
事
務
局
長
〉

山
田 

睦
美
／
健
康
保
険
課
長
〈
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
〉

下
村 

英
之
／
経
済
観
光
課
長
〈
福
祉
事

務
所
長
〉

永
倉 

仁
貴
／
学
校
教
育
課
長
〈
伊
佐
市

立
本
城
小
学
校
校
長
〉

長
田 

恭
枝
／
農
業
委
員
会
事
務
局
長〈
地

域
支
援
課
長
補
佐
兼
協
働
推
進
係
長
〉

日
笠
山 

望
／
福
祉
事
務
所
長
〈
教
育
総

務
課
主
幹
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
〉

吉
内 
昌
昭
／
水
道
課
長
〈
水
道
課
技
術

補
佐
兼
工
務
係
長
〉

山
口 

智
広
／
健
康
保
険
課
付
け
課
長
級

参
事
（
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
組
合
派

遣 

事
務
局
長
）〈
健
康
保
険
課
長
補
佐
兼

国
保
年
金
係
長
〉

田
上 

美
子
／
社
会
教
育
課
長
〈
企
画
課

長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
兼
歴
史
文
化

活
用
係
長
〉

【
課
長
補
佐
級
】

深
田 

弘
樹
／
地
域
支
援
課
長
補
佐
兼
協

働
推
進
係
長
〈
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼

水
産
係
長
〉

和
田 

正
樹
／
歴
史
文
化
課
長
補
佐
兼
文

化
財
係
長
〈
社
会
教
育
課
主
幹
兼
文
化

財
係
長
〉

𠮷
原 

聖
保
／
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
水

産
係
長〈
農
林
水
産
課
主
幹
兼
畜
産
係
長
〉

落
合 

和
昭
／
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼
管

財
・
契
約
係
長
〈
財
産
監
理
課
長
補
佐
兼

管
理
・
登
記
係
長
〉

宮
田 

重
幸
／
経
済
観
光
課
主
幹
兼
ふ
る

さ
と
納
税
推
進
係
長
〈
水
道
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
〉

森
田 

大
介
／
農
林
水
産
課
主
幹
兼
農
政

管
理
係
長〈
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
〉

遠
藤 

豊
／
総
務
課
危
機
管
理
監
（
課
長

補
佐
級
）〈
熊
毛
地
区
消
防
組
合
出
向
〉

山
中 

寿
和
／
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調

整
係
長
〈
企
画
課
企
画
調
整
係
長
〉

鎌
田 

敏
幸
／
企
画
課
主
幹
兼
馬
毛
島
対

策
係
長
〈
企
画
課
馬
毛
島
対
策
係
長
〉

【
係
長
級
】

南 

真
由
美
／
税
務
課
管
理
係
長
〈
経
済

観
光
課
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
係
長
〉

上
門 

誠
／
市
民
生
活
課
西
京
苑
管
理
係

長
兼
環
境
安
全
係
副
長
〈
市
民
生
活
課

西
京
苑
管
理
係
長
〉

古
元 

哲
哉
／
建
設
課
管
理
係
長
〈
税
務

課
管
理
係
長
〉

木
原 

威
一
郎
／
水
道
課
工
務
係
長
〈
建

設
課
土
木
係
副
長
〉

永
田 

和
孝
／
農
林
水
産
課
畜
産
係
長〈
農

林
水
産
課
営
農
振
興
係
長
兼
サ
ツ
マ
イ

モ
基
腐
病
対
策
班
長
〉

宮
田 

慎
也
／
建
設
課
都
市
計
画
係
長〈
農

林
水
産
課
農
業
土
木
係
副
長
〉

木
村 

る
み
子
／
健
康
保
険
課
健
康
増
進

係
長
〈
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

副
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
〉

松
元 

仁
／
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係
長

〈
農
林
水
産
課
農
政
管
理
係
長
〉

浦
口 

将
幸
／
建
設
課
建
築
住
宅
係
長〈
建

設
課
建
築
住
宅
係
長
併
教
育
総
務
課
施

設
係
副
長
〉

栁
田 
稔
男
／
教
育
総
務
課
施
設
係
副
長

兼
社
会
教
育
課
副
長
兼
歴
史
文
化
課
副

長
〈
建
設
課
都
市
計
画
係
長
〉

山
中 

良
子
／
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

援
係
副
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長
〈
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係
長
〉

小
川 

数
馬
／
福
祉
事
務
所
援
護
係
長〈
水

道
課
主
査
〉

濱
尾 

大
悟
／
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

長
〈
税
務
課
主
査
〉

江
口 

祐
樹
／
水
道
課
管
理
係
長
〈
教
育

総
務
課
主
査
〉

上
妻 

俊
介
／
企
画
課
政
策
推
進
係
長〈
福

祉
事
務
所
主
査
〉

久
留 

康
平
／
歴
史
文
化
課
歴
史
文
化
活

用
係
長
〈
農
林
水
産
課
主
査
〉

【
主
査
級
】

佐
々
木 

真
紀
子
／
高
齢
者
支
援
課
技
術

主
査
〈
健
康
保
険
課
技
術
主
査
〉

舩
元 

葉
／
税
務
課
主
査
〈
議
会
事
務
局

主
査
〉

村
井 

歩
美
／
建
設
課
主
査
〈
健
康
保
険

課
主
査
〉

石
原 

理
恵
／
歴
史
文
化
課
技
術
主
査
兼

教
育
総
務
課
技
術
主
査
兼
社
会
教
育
課

技
術
主
査
〈
建
設
課
技
術
主
査
併
教
育

総
務
課
技
術
主
査
〉

前
之
園 

公
貴
／
歴
史
文
化
課
主
査
〈
社

会
教
育
課
主
査
〉

三
枝 

幸
太
郎
／
建
設
課
主
査
〈
税
務
課

主
査
〉

川
村 

勇
矢
／
財
産
監
理
課
主
査
〈
経
済

観
光
課
主
査
〉

砂
坂 

雄
介
／
企
画
課
主
査〈
総
務
課
主
査
〉

福
山 

俊
宏
／
財
産
監
理
課
主
査
〈
福
祉

事
務
所
主
査
〉

小
園 

啓
太
／
企
画
課
主
査
〈
市
民
生
活

課
主
査
〉

馬
場 

健
／
農
林
水
産
課
主
査
〈
学
校
教

育
課
主
査
〉

日
髙 

直
人
／
経
済
観
光
課
主
査
〈
高
齢

者
支
援
課
主
査
〉

永
田 

将
士
／
総
務
課
主
査〈
企
画
課
主
査
〉

和
田 

帆
波
／
総
務
課
主
査
〈
総
務
課
付

け
主
査
（
内
閣
府
派
遣
）〉

日
髙 

翔
吾
／
高
齢
者
支
援
課
主
査
〈
福

祉
事
務
所
主
査
〉

市
職
員
の
人
事
異
動
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熊
毛
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　

  

人
事
異
動

※
氏
名
／
新
所
属
又
は
発
令
事
項
〈
旧
所

属
〉
で
記
載

※
主
に
本
部
・
西
之
表
消
防
署
関
係

令
和
８
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

牧
瀨 
守
／
次
長
兼
警
防
課
長

松
元 

博
之
／
予
防
課
長

大
田 

太
／
西
之
表
消
防
署
長

山
本 

琉
聖
／
西
之
表
消
防
署

【
人
事
異
動
等
】

遠
藤 

豊
／
消
防
長
の
職
務
を
解
く〈
消
防
長
〉

令
和
８
年
４
月
１
日
付

【
人
事
異
動
等
】

遠
藤 

豊
／
西
之
表
市
長
事
務
部
局
へ
出
向

牧
内 

敬
一
／
消
防
長
〈
総
務
課
長
〉

野
角 

浩
志
／
中
種
子
分
遣
所
副
分
遣
所
長

兼
副
参
事
兼
分
隊
長
〈
予
防
課
長
補
佐
兼

西
之
表
消
防
署
予
防
主
幹
〉

牛
野 

浩
光
／
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消

防
署
警
防
主
幹
〈
南
種
子
分
遣
所
副
分
遣

所
長
兼
副
参
事
兼
分
隊
長
〉

有
馬 

正
／
次
長
兼
予
防
課
長
兼
西
之
表
消

防
署
長〈
西
之
表
消
防
署
副
署
長
兼
参
事
〉

鮫
島 

修
／
西
之
表
消
防
署
副
署
長
兼
参
事

（
庁
舎
移
転
計
画
担
当
責
任
者
）〈
警
防
課

長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
主
幹
〉

古
市 

一
博
／
予
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消

防
署
予
防
主
幹
〈
中
種
子
分
遣
所
予
防
係

長
（
予
防
担
当
）
兼
分
隊
長
〉

米
澤 

裕
介
／
警
防
課
長
〈
西
之
表
消
防

署
庶
務
主
幹
兼
西
之
表
消
防
署
庶
務
係

長
兼
分
隊
長
〉

美
坂 

浩
幸
／
総
務
課
長〈
総
務
課
長
補
佐
〉

増
尾 

浩
美
／
総
務
課
長
補
佐
〈
総
務
課

総
務
係
長
兼
西
之
表
消
防
署
分
隊
長
〉

大
仁
田 

達
彦
／
警
防
課
警
防
救
助
係
長

兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
長
（
警
防
救

助
担
当
）
兼
分
隊
長
〈
中
種
子
分
遣
所

警
防
係
長
（
警
防
救
助
担
当
）〉

松
原 

貴
志
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
主
幹

兼
分
隊
長
〈
予
防
課
予
防
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
長
（
予
防
担
当
）〉

福
山 

知
仁
／
予
防
課
予
防
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
長
（
予
防
担
当
）〈
警

防
課
警
防
救
助
係
長
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係
長
（
警
防
救
助
担
当
）〉

古
田 

友
也
／
中
種
子
分
遣
所
警
防
係
長

（
警
防
救
助
担
当
）〈
警
防
課
主
査
兼
西

之
表
消
防
署
警
防
係
主
査
〉

岡
留 

竜
一
朗
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係

長
〈
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
主
査
〉

平
畠 

譲
二
／
総
務
課
総
務
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
〈
予
防
課
主
査
兼
西
之
表
消

防
署
予
防
係
主
査
〉

永
田 

大
士
／
警
防
課
主
査
兼
西
之
表
消

防
署
警
防
係
主
査
〈
総
務
課
主
査
兼
西

之
表
消
防
署
〉

野
里 
健
太
／
予
防
課
主
査
兼
西
之
表
消

防
署
予
防
係
主
査
〈
警
防
課
兼
西
之
表

消
防
署
警
防
係
〉

加
藤 

晃
也
／
中
種
子
分
遣
所
〈
予
防
課

兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
〉

土
方 

康
平
／
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署

〈
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
〉

廣
瀬 

郁
登
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係
〈
中
種
子
分
遣
所
〉

柳
野 

侑
斗
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係
〈
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予

防
係
〉

四
元 

謙
太
郎
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係

〈
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
〉

日
髙 

集
太
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
係
〈
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警

防
係
〉

【
階
級
昇
任
】

※
氏
名
／
昇
任
階
級
で
記
載

牧
内 

敬
一
／
消
防
監

鮫
島 

修
／
消
防
司
令
長

米
澤 

裕
介
／
消
防
司
令
長

美
坂 

浩
幸
／
消
防
司
令
長

古
市 

一
博
／
消
防
司
令

増
尾 

浩
美
／
消
防
司
令

松
原 

貴
志
／
消
防
司
令

岡
留 

竜
一
朗
／
消
防
司
令
補

平
畠 

譲
二
／
消
防
司
令
補

野
里 

健
太
／
消
防
士
長

砂
坂 

大
泰
／
消
防
副
士
長

西
村 

将
太
朗
／
消
防
副
士
長

廣
瀬 

郁
登
／
消
防
副
士
長

西
村 

大
智
／
消
防
副
士
長

【
新
規
採
用
】

※
氏
名
／
配
属
先
で
記
載

上
野 

颯
也
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
係

山
田 

皓
太
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
係

野
元 

悠
太
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

予
防
係

加 

温
仁
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警

防
係

坂
元 

優
心
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係

佐
藤 

颯
大
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
係

辻 

颯
汰
／
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警

防
係

田
中 

遥
平
／
農
林
水
産
課
技
術
主
査〈
建

設
課
技
術
主
査
〉

油
田 
真
之
佑
／
総
務
課
付
け
主
査
（
内

閣
府
派
遣
）〈
総
務
課
主
査
〉

緒
方 

昇
大
／
福
祉
事
務
所
主
査
〈
農
林

水
産
課
主
査
〉

西
川 

笑
利
奈
／
議
会
事
務
局
主
査
〈
市

民
生
活
課
主
査
〉

川
原 

智
／
福
祉
事
務
所
主
査
〈
福
祉
事

務
所
〉

西
田 

な
な
え
／
水
道
課
主
査
〈
水
道
課
〉

植
村 

美
喜
／
税
務
課
主
査
〈
税
務
課
〉

有
富 

幸
祐
／
財
産
監
理
課
主
査
〈
財
産
監

理
課
〉

横
川 

和
樹
／
社
会
教
育
課
主
査
〈
社
会
教

育
課
〉

岩
坪 

巧
美
／
地
域
支
援
課
主
査
〈
財
産
監

理
課
〉

射
場 

舞
／
税
務
課
主
査
〈
税
務
課
〉

【
一
般
職
】

山
田 

敬
幸
／
水
道
課
〈
農
林
水
産
課
〉

保
村 

愛
／
福
祉
事
務
所
〈
税
務
課
〉

大
瀬 

浩
要
／
税
務
課
〈
企
画
課
〉

荒
木 

冬
威
／
経
済
観
光
課〈
社
会
教
育
課
〉

梶
𠩤 

将
貴
／
歴
史
文
化
課
〈
企
画
課
〉

上
浦 

甲
斐
／
市
民
生
活
課
〈
総
務
課
〉

有
馬 

祐
樹
／
農
林
水
産
課
〈
水
道
課
〉

高
石 

陸
生
／
福
祉
事
務
所〈
地
域
支
援
課
〉

野
田 

七
海
／
健
康
保
険
課
〈
税
務
課
〉

長
田 

恵
里
那
／
社
会
教
育
課
〈
健
康
保

険
課
〉

髙
橋 

太
朗
／
歴
史
文
化
課〈
社
会
教
育
課
〉

【
再
任
用
職
員
】

下
川 

由
喜
／
会
計
課
主
査

小
倉 

千
穂
子
／
市
民
生
活
課
主
査

【
短
時
間
再
任
用
職
員
】

織
田 

春
美
／
健
康
保
険
課
主
査

【
新
規
採
用
】

寺
田 

早
江
／
建
設
課

宮
園 

綾
乃
／
学
校
教
育
課

松
田 

広
大
／
税
務
課

寺
野 

遼
／
水
道
課

栁
田 

龍
司
／
建
設
課

日
高 

海
斗
／
高
齢
者
支
援
課

柳
田 

綾
佑
理
／
健
康
保
険
課

吉
田 

敦
／
税
務
課

三
原 

愛
海
／
総
務
課

平
野 

隆
一
／
農
林
水
産
課

⑦ 市政の窓2026. ５月号



⑧

◆「個人情報保護制度」とは、個人情報を適正に取り扱うためのルールを定めるとともに、市が管理す
る個人情報の開示や訂正、利用停止を請求する権利を保障する制度です。
　令和５年４月１日から新たな法制度による全国的な共通ルールのもとで運用されています。
　令和７年度の運用状況は次のとおりです。
①個人情報取扱事務の登録件数　　177 件
②保有個人情報の開示、訂正及び利用停止の請求件数並びにこれらに対する対応状況
　（1）保有個人情報の開示請求…０件　（2）保有個人情報の訂正請求…0 件
　（3）保有個人情報の利用停止請求…0 件
③不服申立ての状況　　審査請求件数…0 件
◆「情報公開制度」とは、市民の皆様の求めに応じて、市が保有する行政文書を広く公開する制度です。
　令和７年度の実施状況を以下の表のとおりお知らせします。

情報公開・個人情報保護に情報公開・個人情報保護に関する取組関する取組【令和７年度取扱い状況の公表】【令和７年度取扱い状況の公表】

2 行政文書の開示請求の実施機関別処理状況

実施機関

請

求

件

数

左の処理状況
全

部

開

示

一

部

開

示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情

報

提

供

取

下

げ
市長 21 8 7 6
教育委員会 1 1
選挙管理委員会 0
公平委員会 0
監査委員 0
農業委員会 0
固定資産評価審査委員会 0
市議会 0
合計 22 8 7 7

1 行政文書の開示請求の処理状況
　請求件数 22

請
求
の
決
定
内
容

  全部開示 8
  一部開示 7
  不開示
  存否応答拒否
  行政文書不存在
  情報提供
  取下げ 7

3 不服申立ての状況…審査請求件数　0 件
■問合せ先　市役所総務課法制文書係　☎ 22‐1111 内線 277

■西之表市防犯組合が主催し、市民の皆様の防犯意識を高めることを目的に、防犯をテーマにした標語を募集
したところ 343 点の応募があり、審査の結果、次のとおり入賞作品を決定しました。受賞者の皆様、おめで
とうございます。
◎小学生の部（応募総数：306 点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略（学年は３月現在）

最優秀賞 あいさつは　みんなを守る　ちいきの心 井
い む ら

村　紀
き す け

助 伊関小３年

優秀賞
これぐらい・・・　心の油断が　犯罪に 辻

つじ

　穂
ほ の か

乃香 榕城小６年

心の油断　それにつけこむ　あやしいかげ 下
し も え

江　玲
れ お

遠 国上小６年

佳作
あいさつで　ふしんしゃこない　わたしの町 木

き む ら

村　華
か こ

湖 国上小２年

犯罪を　するのはいっしゅん　後悔は一生 福
ふくもと

元　和
な な

菜 国上小６年

◎高校生・一般の部（応募総数：37 点）
最優秀賞 その行動　その後の行動　考えよう。 後

ご と う

藤　瑛
え い た

太 種子高１年

優秀賞
戸締まりで　守る笑顔と　我が家の明日 福

ふくやま

山　唯
ゆ い な

夏 種子高３年

カギかけて　笑顔で出かける　地域の和 下
し も た ま り

玉利　明
め い こ

子 一般

佳作
鍵かけて　安心つなぐ　わが家の輪 下

しもむら

村　颯
そ う た

太 種子高１年

SNS　ウソもホントも　考えて 福
ふくもと

元　七
な な と

翔 種子高１年

令和７年度西之表市防犯標語コンクール入賞作品令和７年度西之表市防犯標語コンクール入賞作品

市政の窓 2026. ５月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑨

　
濵
田　
ス
ズ
子
さ
ん

　
濵
田　
ス
ズ
子
さ
ん

（
大
正

（
大
正
1515
年
３
月

年
３
月
1717
日
生
ま
れ
）

日
生
ま
れ
）

　
ス
ズ
子
さ
ん
は
、
深
川
で
お
生

　
ス
ズ
子
さ
ん
は
、
深
川
で
お
生

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
１
男
２

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
１
男
２

女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
農

女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
農

業
を
営
み
、
芋
な
ど
を
作
っ
て
い

業
を
営
み
、
芋
な
ど
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、

ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
か
ら
は
、

ハ
マ
モ
ト
産
業
で
働
い
て
い
ま

ハ
マ
モ
ト
産
業
で
働
い
て
い
ま

し
た
。

し
た
。

　
現
在
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
た
ん

　
現
在
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
た
ん

ぽ
ぽ
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
ご
飯

ぽ
ぽ
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、
ご
飯

は
い
つ
も
完
食
さ
れ
て
い
る
そ

は
い
つ
も
完
食
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
お
誕
生
日
当
日
は
、
ご

う
で
す
。
お
誕
生
日
当
日
は
、
ご

家
族
も
集
ま
り
、
施
設
の
皆
さ
ん

家
族
も
集
ま
り
、
施
設
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
川
口　
恭
さ
ん

　
川
口　
恭
さ
ん

（
大
正

（
大
正
1515
年
３
月

年
３
月
2323
日
生
ま
れ
）

日
生
ま
れ
）

　

恭
さ
ん
は
、
納
曽
で
お
生
ま
れ

　

恭
さ
ん
は
、
納
曽
で
お
生
ま
れ

に
な
り
、
結
婚
し
て
２
男
１
女
の

に
な
り
、
結
婚
し
て
２
男
１
女
の

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
独
身
の

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
独
身
の

頃
は
、
西
之
表
市
役
所
で
働
い
て

頃
は
、
西
之
表
市
役
所
で
働
い
て

お
り
、
結
婚
後
は
「
あ
り
た
や
」

お
り
、
結
婚
後
は
「
あ
り
た
や
」

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　

食
後
に
大
好
き
な
ア
イ
ス
ク

　

食
後
に
大
好
き
な
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
る
の
が
日
課
だ
と

リ
ー
ム
を
食
べ
る
の
が
日
課
だ
と

い
う
恭
さ
ん
。
１
０
０
歳
を
迎
え

い
う
恭
さ
ん
。
１
０
０
歳
を
迎
え

て
「
こ
れ
以
上
な
く
嬉
し
い
で
す
」

て
「
こ
れ
以
上
な
く
嬉
し
い
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
大
山　
嘉
儀
惠
さ
ん

　
大
山　
嘉
儀
惠
さ
ん

（
大
正

（
大
正
1515
年
３
月

年
３
月
2727
日
生
ま
れ
）

日
生
ま
れ
）

　

嘉
儀
惠
さ
ん
は
、
万
波
で
お
生

　

嘉
儀
惠
さ
ん
は
、
万
波
で
お
生

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
２
男
２

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
２
男
２

女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
若

女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
若

い
頃
は
農
業
を
営
み
、
米
・
か
ら

い
頃
は
農
業
を
営
み
、
米
・
か
ら

芋
を
作
り
、
牛
や
豚
を
飼
っ
て
い

芋
を
作
り
、
牛
や
豚
を
飼
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
嘉
儀
惠
さ
ん
に
、

た
そ
う
で
す
。
嘉
儀
惠
さ
ん
に
、

元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、

元
気
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
な
ん
で
も
食
べ
る
か
ら
か
も
し
れ

「
な
ん
で
も
食
べ
る
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
の
時
代
は
美
味
し
い

ま
せ
ん
。
今
の
時
代
は
美
味
し
い

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
、
み
ん
な
殿

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
、
み
ん
な
殿

様
の
よ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

様
の
よ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
た
。

　

お
誕
生
日
当
日
は
、
ご
家
族
や

　

お
誕
生
日
当
日
は
、
ご
家
族
や

親
せ
き
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
大

親
せ
き
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
大

変
賑
や
か
な
お
祝
い
の
会
と
な
り

変
賑
や
か
な
お
祝
い
の
会
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
西
川　
ノ
リ
さ
ん

　
西
川　
ノ
リ
さ
ん

（
大
正

（
大
正
1515
年
３
月

年
３
月
1010
日
生
ま
れ
）

日
生
ま
れ
）

　
ノ
リ
さ
ん
は
、
現
和
近
政
で
お

　
ノ
リ
さ
ん
は
、
現
和
近
政
で
お

生
ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
９
男

生
ま
れ
に
な
り
、
結
婚
し
て
９
男

１
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

１
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
頃
は
、
農
業
を
営
み
、
芋
を

若
い
頃
は
、
農
業
を
営
み
、
芋
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ノ
リ
さ
ん
に
、
元
気
の
秘
訣
を

　
ノ
リ
さ
ん
に
、
元
気
の
秘
訣
を

お
聞
き
す
る
と
、「
何
も
な
い
で

お
聞
き
す
る
と
、「
何
も
な
い
で

す
よ
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

す
よ
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
に
よ
る
と
、
食
べ
物
は
好

ご
家
族
に
よ
る
と
、
食
べ
物
は
好

き
嫌
い
は
な
く
、
特
に
お
寿
司
や

き
嫌
い
は
な
く
、
特
に
お
寿
司
や

お
魚
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

お
魚
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
家
族
も

　
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
家
族
も

集
ま
り
、
大
変
賑
や
か
な
お
祝
い

集
ま
り
、
大
変
賑
や
か
な
お
祝
い

の
会
と
な
り
ま
し
た
。

の
会
と
な
り
ま
し
た
。

祝・１００歳　おめでとうございます！祝・１００歳　おめでとうございます！
～末永くお元気でお過ごしください～～末永くお元気でお過ごしください～

市政の窓2026. ５月号
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　　出
前
講
座
（
港
湾
事
務
所
）

　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
２
月

　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
２
月

１
日
か
ら「
春
期
募
金
期
間
」と
し
て「
緑

１
日
か
ら「
春
期
募
金
期
間
」と
し
て「
緑

の
募
金
」
運
動
を
行
い
、
今
年
度
も
各

の
募
金
」
運
動
を
行
い
、
今
年
度
も
各

自
治
会
の
ほ
か
、
市
内
小
・
中
学
校
に

自
治
会
の
ほ
か
、
市
内
小
・
中
学
校
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
種
子
島
中
学
校
生
徒
会
か
ら
は
、「
朝

　
種
子
島
中
学
校
生
徒
会
か
ら
は
、「
朝

の
あ
い
さ
つ
運
動
」
な
ど
生
徒
会
活
動

の
あ
い
さ
つ
運
動
」
な
ど
生
徒
会
活
動

の
中
で
集
め
て
い
た
だ
い
た
募
金
を
、

の
中
で
集
め
て
い
た
だ
い
た
募
金
を
、

３
月
３
月
1313
日
（
金
）
に
市
み
ど
り
推
進
協

日
（
金
）
に
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
へ
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
へ
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
各
小
・
中
学
校
や
市
民
の
皆
様

　

市
内
各
小
・
中
学
校
や
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
、
公
共
緑
化
等
に
活
用
さ
せ

た
。
今
後
、
公
共
緑
化
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
募
金
総
額
：
７
２
７
，

【
令
和
７
年
度
募
金
総
額
：
７
２
７
，

６
３
５
円
】
４
／

６
３
５
円
】
４
／
1010
現
在
現
在

種
子
島
中
学
校
生
徒
会
か
ら
緑
の
募
金
を
贈
呈

　
２
月

　
２
月
1919
日
（
木
）、
県
庁
で
行
わ
れ
た
令

日
（
木
）、
県
庁
で
行
わ
れ
た
令

和
７
年
度
鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス

和
７
年
度
鹿
児
島
県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
、
古
元
康
徳
さ
ん
が
鹿
児
島

ト
に
お
い
て
、
古
元
康
徳
さ
ん
が
鹿
児
島

県
フ
ラ
ワ
ー
協
会
会
長
賞
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク

県
フ
ラ
ワ
ー
協
会
会
長
賞
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
）、
古
田
恭
子
さ
ん
は
銀
賞

ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
）、
古
田
恭
子
さ
ん
は
銀
賞

（
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
）・
銅
賞
（
フ
ェ

（
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
）・
銅
賞
（
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
）、
牧
瀬
昭
子
さ
ん

ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
）、
牧
瀬
昭
子
さ
ん

は
銅
賞
（
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
）
を
受

は
銅
賞
（
レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ
ン
）
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　　

そ
の
輝
か
し
い
功
績
を
受
け
、
３
月

そ
の
輝
か
し
い
功
績
を
受
け
、
３
月
1818

日
（
水
）
に
は
受
賞
祝
賀
会
を
開
催
し
、
関

日
（
水
）
に
は
受
賞
祝
賀
会
を
開
催
し
、
関

係
者
一
同
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

係
者
一
同
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
古
元
康
徳
さ
ん
は
「
関
係
者
の

受
賞
さ
れ
た
古
元
康
徳
さ
ん
は
「
関
係
者
の

皆
様
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

皆
様
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
品
質
な
ロ

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
品
質
な
ロ

ベ
を
栽
培
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

ベ
を
栽
培
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。
※

ま
し
た
。
※(  )

(  )

は
受
賞
品
目

は
受
賞
品
目

県
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

　
３
月

　
３
月
1616
日
（
月
）、
市
民
会
館
に
お
い

日
（
月
）、
市
民
会
館
に
お
い

て
、
離
島
オ
ン
ラ
イ
ン
手
話
奉
仕
員
養

て
、
離
島
オ
ン
ラ
イ
ン
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
入
門
編
）
の
閉
講
式
が
行
わ

成
講
座
（
入
門
編
）
の
閉
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
を
習
得
し
よ
う

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
を
習
得
し
よ
う

と
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
県
聴
覚
障
害

と
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
県
聴
覚
障
害

者
協
会
か
ら
講
師
を
迎
え
、
種
子
島
手

者
協
会
か
ら
講
師
を
迎
え
、
種
子
島
手

話
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
や
島
内
在
住
の

話
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
や
島
内
在
住
の

聴
覚
障
害
者
の
方
々
の
支
援
を
受
け
な

聴
覚
障
害
者
の
方
々
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
全

が
ら
、
全
2323
回
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

回
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
受
講
生
代
表
の
正
川

　

閉
講
式
で
は
、
受
講
生
代
表
の
正
川

康
平
さ
ん
が
修
了
証
を
受
け
取
り
、「
講

康
平
さ
ん
が
修
了
証
を
受
け
取
り
、「
講

座
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
手
話
を
覚
え

座
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
手
話
を
覚
え

た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
学
習

た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
学
習

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
講
座
で
覚

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
講
座
で
覚

え
た
手
話
を
使
っ
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

え
た
手
話
を
使
っ
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

離
島
オ
ン
ラ
イ
ン
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編
）
閉
講
式

J
A
L
ふ
る
さ
と
納
税
『
テ
イ
ク
オ
フ
大
賞
２
０
２
５
』
第
２
位
受
賞

　
３
月

　
３
月
1919
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
納

日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
納

税
『
テ
イ
ク
オ
フ
大
賞
』
の
授
与
式
が
市

税
『
テ
イ
ク
オ
フ
大
賞
』
の
授
与
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
額
の

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
額
の

飛
躍
的
な
伸
び
が
、
航
空
機
の
離
陸
（
テ

飛
躍
的
な
伸
び
が
、
航
空
機
の
離
陸
（
テ

イ
ク
オ
フ
）
の
よ
う
な
勢
い
で
あ
る
と
評

イ
ク
オ
フ
）
の
よ
う
な
勢
い
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
寄
附
を
い
た
だ

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
た
皆
様
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

い
た
皆
様
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

る
事
業
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

　

今
後
も
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
本
市
の

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
本
市
の

更
な
る
魅
力
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

更
な
る
魅
力
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

市政の窓 2026. ５月号
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お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

西之表市民体育館への大型扇風機の寄贈

　この度、令和８年西之表市二十歳のつどい出席者一同より、二十歳の節目を迎え、生まれ育ったふ
るさとへの感謝を込めて、市民の方々に役立つものを贈りたいとのことから、記念品として西之表市
民体育館に大型扇風機３基が寄贈されました。市民体育館をご利用の際は、ぜひご活用ください。
■問合せ先
　市教育委員会社会教育課生涯スポーツ係　　　☎ 22‐1111 内線 259

　
３
月
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

　
３
月
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性

部
が
、
市
内
の
介
護
施
設
等

部
が
、
市
内
の
介
護
施
設
等
1616
か
所
に
、

か
所
に
、

手
作
り
ぞ
う
き
ん
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

手
作
り
ぞ
う
き
ん
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

女
性
部
員
が
、
約
２
５
０
枚
の
ぞ
う
き

女
性
部
員
が
、
約
２
５
０
枚
の
ぞ
う
き

ん
を
想
い
を
込
め
て
縫
い
ま
し
た
。

ん
を
想
い
を
込
め
て
縫
い
ま
し
た
。

　

施
設
か
ら
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。

　

施
設
か
ら
は
「
大
変
あ
り
が
た
い
。

大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
の

大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
老
連
女
性
部
で
は
、
毎
年
手
作
り

　
市
老
連
女
性
部
で
は
、
毎
年
手
作
り

の
ぞ
う
き
ん
を
贈
呈
し
て
お
り
、
昨
年

の
ぞ
う
き
ん
を
贈
呈
し
て
お
り
、
昨
年

は
市
内
の
小
・
中
学
校
に
贈
呈
し
て
い

は
市
内
の
小
・
中
学
校
に
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

市
老
連
女
性
部　

介
護
施
設
等
に
「
ぞ
う
き
ん
」
贈
呈

　
３
月
６
日
（
金
）、
昨
年
の

　
３
月
６
日
（
金
）、
昨
年
の
1212
月
に
種

月
に
種

子
屋
久
農
業
協
同
組
合
か
ら
贈
呈
さ
れ

子
屋
久
農
業
協
同
組
合
か
ら
贈
呈
さ
れ

た
種
子
島
安
納
い
も
の
冷
凍
焼
き
い
も

た
種
子
島
安
納
い
も
の
冷
凍
焼
き
い
も

が
昨
年
に
続
き
、
市
内
小
・
中
学
校
で

が
昨
年
に
続
き
、
市
内
小
・
中
学
校
で

給
食
に
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
に
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
は
種
子
島
安
納
い
も
の

　
児
童
・
生
徒
は
種
子
島
安
納
い
も
の

の
濃
厚
な
甘
さ
に
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い

の
濃
厚
な
甘
さ
に
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
１
年
生
の
藤
原
樹
さ
ん
は
、「
柔
ら
か

　
１
年
生
の
藤
原
樹
さ
ん
は
、「
柔
ら
か

く
て
す
ご
く
美
味
し
く
て
、
ず
っ
と
食

く
て
す
ご
く
美
味
し
く
て
、
ず
っ
と
食

べ
て
い
た
い
で
す
。
今
日
の
給
食
の
安

べ
て
い
た
い
で
す
。
今
日
の
給
食
の
安

納
い
も
は
、
今
ま
で
食
べ
た
芋
の
中
で

納
い
も
は
、
今
ま
で
食
べ
た
芋
の
中
で

一
番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し
ま

一
番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し
ま

し
た
。

し
た
。

種
子
島
安
納
い
も
の
給
食
提
供
（
下
西
小
学
校
）

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
８
日
（
水
）、
種
子
島
高
校
と
中
種
子
特

別
支
援
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

新
た
な
学
校
生
活
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
９
日
（
木
）
に
は
、
市
内
小
・
中

学
校
で
も
入
学
式
が
行
わ
れ
、
種
子
島
中
学
校
で

は
、
１
１
３
名
の
生
徒
が
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま

し
た
。

令和８年度入学者数
榕城小…54 名、上西小…1 名、下西小…13 名、国上小…2 名、伊関小…2 名、安納小…3 名、
現和小…4 名、安城小…2 名、古田小…3 名、住吉小…6 名、種子島中…113 名
種子島高…84 名（普通科 51 名、電気科 14 名、生物生産科 19 名）
中種子特別支援学校…10 名（中学部 4 名、高等部 6 名）

入学式の様子（榕城小学校）入学式の様子（榕城小学校） 入学式の様子（種子島中学校）入学式の様子（種子島中学校）

市政の窓2026. ５月号



自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
特
定
の
物
質
や
行
為
・
過
程
に
対
し
て
、
や

め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
、
ほ
ど
ほ
ど
に
で

き
な
い
状
態
を
い
わ
ゆ
る
依
存
症
と
い
い
ま
す
。

・「
物
質
へ
の
依
存
」
：
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
と

い
っ
た
物
質
を
原
因
と
す
る
依
存
症
状

・「
プ
ロ
セ
ス
へ
の
依
存
」
：
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や

S
N
S
、
買
物
依
存
な
ど
特
定
の
行
為
や
過
程

に
必
要
以
上
に
熱
中
し
、
の
め
り
こ
ん
で
し
ま

う
症
状

●
ど
う
し
て
や
め
ら
れ
な
い
の
？

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障
害
（
自
分
の
意
思
で
や
め

ら
れ
な
い
病
気
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
脳
が
報
酬
（
ご
ほ
う
び
）
を
求
め
て

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
た
め
、
本
人
が
や
め

た
い
と
思
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
。

意
志
の
弱
さ
や
性
格
の
問
題
で
も
な
く
、
も
ち

ろ
ん
最
初
か
ら
依
存
し
よ
う
と
思
っ
て
な
る
も

の
で
は
な
く
、
脳
の
仕
業
な
の
で
す
。

●
依
存
症
っ
て
治
る
の
？

　
回
復
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。「
止
め
続
け
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
様
々
な
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
止
め
続
け
る

こ
と
で
飲
酒
や
薬
物
使
用
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

に
頼
ら
な
い
生
き
方
を
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

で
す
。
も
し
回
復
途
上
で
、
止
め
続
け
る
こ
と

に
失
敗
し
た
と
き
は
、
そ
こ
か
ら
ま
た
止
め
続

け
る
こ
と
を
再
開
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
止

め
続
け
る
た
め
に
は
、
正
直
に
自
分
の
気
持
ち

を
言
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
や
、
孤
立
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
依
存
症
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
で
き
な
く
な
る
脳

の
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

～
依
存
症
っ
て
な
に
？
～

　
対
応
法
と
し
て
は
、
専
門
家
か
ら
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
回
復
に
向
か
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
依
存
症
の
問
題
を
抱
え
た
人
同
士
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

回
復
を
目
指
し
て
い
く
自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加

す
る
と
い
う
方
法
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
利
用
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
周
り
に
依
存
症
か
も
…
と
い
う
人
が
い
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
叱
責
や
処
罰
で
は
な
く
対
処
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
周
り
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
依
存
症
は
、
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

く
な
る
病
気
で
す
。
し
か
し
本
人
は
自
覚
が
な

く
気
づ
か
な
い
た
め
、
何
度
も
気
持
ち
だ
け
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
周
囲
が
い
く
ら
根
性
論
で
本
人

を
責
め
て
も
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
叱
責

や
処
罰
だ
け
で
は
、
む
し
ろ
状
況
を
悪
化
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
本
人
が
回
復
の
必
要
性
を
自
覚
す
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
ま
ず
は
、

周
囲
の
方
が
専
門
の
機
関
に
相
談
し
て
、
適
切

な
サ
ポ
ー
ト
の
し
か
た
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
依
存
症
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、

本
人
に
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
情

報
を
知
る
、
悩
み
を
解
決
す
る
と
い
う
観
点
で

は
、
依
存
症
の
家
族
を
持
つ
人
た
ち
が
悩
み
を

分
か
ち
合
い
、
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
で
お

互
い
を
支
え
あ
う
家
族
会
に
参
加
し
て
み
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。（
厚
生
労
働
省 

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照)

文
責　
　
せ
い
ざ
ん
病
院　
池
村

　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）を
実施します。運営対策として、集落単位で受付時間を設定い
たしますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

特定健診・がん検診　5/31（日）～ 6/4（木）特定健診・がん検診　5/31（日）～ 6/4（木）

■問合せ先　■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111（内線 312）
　　　　　　保健センターすこやか　☎ 24‐3233　　　　　　保健センターすこやか　☎ 24‐3233

受付時間受付時間 5/31（日）5/31（日） 6/1（月）6/1（月） 6/2（火）6/2（火） 6/3（水）6/3（水） 6/4（木）6/4（木）
7：307：30

～～

7：507：50
安納校区安納校区 下西校区下西校区

（塰泊）（塰泊） 古田校区古田校区 国上校区国上校区
（野木平）（野木平）

上西校区上西校区
（大花里・花里崎・大崎）（大花里・花里崎・大崎）

8：008：00

～～

8：208：20
安城校区安城校区 下西校区下西校区

（上石寺）（上石寺）
現和校区現和校区

（西俣・近政）（西俣・近政）
国上校区国上校区

（久保田・桜園・白石）（久保田・桜園・白石）
上西校区上西校区

（池之久保・横山・枦之峯）（池之久保・横山・枦之峯）

88：：3030

～～

88：：5050

住吉校区住吉校区
（里之町・中之町・（里之町・中之町・

浜之町・形之山）浜之町・形之山）

下西校区下西校区
（川迎）（川迎）

現和校区現和校区
（庄司浦・田之脇）（庄司浦・田之脇）

国上校区国上校区
（奥・寺之門）（奥・寺之門）

中割校区中割校区
立山校区立山校区

9：009：00

～～

9：209：20
住吉校区住吉校区

（上能野・下能野）（上能野・下能野）
下西校区下西校区

（若宮・下石寺・鞍勇）（若宮・下石寺・鞍勇）

現和校区現和校区
（浅川・上之町・（浅川・上之町・

下之町・川氏）下之町・川氏）

国上校区国上校区
（浦田・湊）（浦田・湊）

伊関校区伊関校区
（沖ヶ浜田）（沖ヶ浜田）

9：309：30

～～

9：509：50
住吉校区住吉校区

（深川・能野里）（深川・能野里）
下西校区下西校区
（池野）（池野）

現和校区現和校区
（武部）（武部）

国上校区国上校区
（中目）（中目）

伊関校区伊関校区
（柳原・浜脇・伊関）（柳原・浜脇・伊関）

10：0010：00

～～

10：2010：20

日程変更日程変更
事前申込者事前申込者

（榕城校区）（榕城校区）

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

日程変更日程変更
希望者希望者

※上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内いたします。ご了承ください。
◎榕城校区の皆様は 7 月 16 日（木）～ 19 日（日）の日程でご案内予定です。
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【材料】（４人分）
　新じゃが芋…（中３コ）
　新玉ねぎ 200g…（１コ）
　ベーコン（ブロック）…160g
　オリーブオイル…大さじ１
　にんにく…１片
　コンソメ（顆粒）…小さじ１
　塩・こしょう…少々
　乾燥パセリ…適量

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　①　じゃが芋は、皮つきのまま、一口大に切り、耐熱容器に入れ、600W で５分間加熱する。
　②　玉ねぎはくし形、ベーコンは 1 ｃｍ幅、にんにくはみじん切りにする。
　③　鍋にオリーブオイル、にんにくを入れて香りが出るまで炒め、ベーコン・玉ねぎを入れ玉
　　ねぎが半透明になるまで炒める。
　④　③にじゃが芋を入れ、じゃが芋の表面に焼き目がつく程度まで炒める。
　⑤　コンソメ、塩、こしょうを入れ全体を混ぜ合わせ味を整える。
　⑥　皿に盛り、パセリをふる。
　　★レンジで加熱して、かたいときは１分ずつ加熱して様子をみる。
　　★ベーコンからの塩気があるので、味付けは塩こしょうで調整してください。

「春のジャーマンポテト」「春のジャーマンポテト」
第 228 弾第 228 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

市
長
独
言

№ 109
…
こ
ど
も
た
ち
の
未
来

　
滋
賀
県
長
浜
市
と
西
之
表
市
と
は
、
鉄
砲
伝
来
の
火
縄
銃
が
縁
で
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。
４
月
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
長
浜
曳
山
ま
つ
り
に
招
か
れ
て
、伝
統
の
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」

を
観
覧
し
た
後
、
曳
山
博
物
館
の
太
田
浩
司
館
長
に
「
長
浜
の
曳
山
は
仏
壇
が
巨
大
化
し
た
も

の
で
す
」
と
の
ご
教
示
を
受
け
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
長
浜
曳
山
ま
つ
り
は
、
毎
年
４
基
の
当
番
山
が
子
ど
も
狂
言
（
歌
舞
伎
）
を
上
演
し
ま
す
。

長
浜
八
幡
宮
で
観
覧
し
た
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）
の
舞
台
は
「
一
条
大
蔵
譚
」。
源
氏
再
興
を
祈

願
す
る
常
盤
御
前
と
、
平
家
を
欺
く
た
め
に
阿
呆
の
真
似
を
し
て
暮
ら
す
一
条
大
蔵
卿
の
か
ら

む
場
面
で
し
た
。

　
こ
の
４
月
、
西
之
表
市
教
育
委
員
会
に
歴
史
文
化
課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
教
育
課
の

文
化
財
係
と
企
画
課
の
歴
史
文
化
活
用
係
を
ひ
と
つ
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
歴
史
と
文
化
を
生
か

し
て
い
く
ね
ら
い
で
あ
り
、
２
０
２
４
年
12
月
に
文
化
庁

に
認
定
さ
れ
た
「
西
之
表
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

の
具
現
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
市
で
は
図
書
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
の

で
、
旧
榕
城
中
学
校
跡
地
へ
の
移
転
を
図
り
、
子
育
て
や

高
齢
者
支
援
を
含
む
「
多
世
代
交
流
施
設
」
の
設
置
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、耐
震
補
強
改
修
工
事
中
の
「
月

窓
亭
」
は
来
春
に
公
開
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。
鉄
砲
館

で
は
収
蔵
品
の
展
示
な
ど
を
工
夫
す
る
た
め
、
増
改
築
の

計
画
を
急
い
で
い
ま
す
。

　
種
子
島
に
は
、
地
域
で
守
り
伝
承
し
て
い
る
た
く
さ
ん

の
文
化
行
事
が
あ
り
ま
す
。
八
坂
神
社
境
内
を
ス
タ
ー
ト
す
る
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
は
、太
鼓
山
、

女
山
車
な
ど
京
都
の
祇
園
祭
を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。
同
神
社
は
、
明
治
初
年
、
西
之
表
市
西

町
の
住
民
が
協
議
し
て
鹿
児
島
市
の
八
坂
神
社
か
ら
御
神
霊
を
迎
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
種
子
島
家
年
中
行
事
」 （
熊
毛
文
学
会
発
行
）
に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
、
正
月
に
島
主
の
館
で
、

西
町
と
東
町
は
そ
れ
ぞ
れ
舞
を
披
露
し
て
年
始
を
祝
っ
た
そ
う
で
す
。
種
子
島
に
伝
わ
る
踊
り

や
芸
能
に
は
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
伝
統
を
守
る
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、
今
後
も
長
浜

市
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と

の
祭
り
を
し
っ
か
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▲「一条大蔵譚」終盤の場面
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令和８年８月 23 日（日）令和８年８月 23 日（日）
　11：00　　　西之表市役所集合・開会　11：00　　　西之表市役所集合・開会
　  ～ 12：00　市の取組紹介・視察等　  ～ 12：00　市の取組紹介・視察等
　12：00　　　　12：00　　　
　  ～ 13：00　ランチ交流・意見交換　  ～ 13：00　ランチ交流・意見交換
　13：00　13：00
　  ～ 14：00　手踊り練習　  ～ 14：00　手踊り練習
　14：30　　　八坂神社集合　14：30　　　八坂神社集合
　14：40　　　鉄砲まつり出発式典　14：40　　　鉄砲まつり出発式典
　15：00　　　南蛮行列・手踊り出発　15：00　　　南蛮行列・手踊り出発
　  ～ 17：00　市民体育館到着　  ～ 17：00　市民体育館到着
　17：30　　　閉会・解散　17：30　　　閉会・解散
　※スケジュールは今後変更となる可能性があります。　※スケジュールは今後変更となる可能性があります。

◆集落支援員着任のご紹介◆

■申込み先　市役所地域支援課協働推進係　☎ 0997‐22‐1111 内線 214　FAX0997‐22‐0295
　　　　　　メール shiminkatudo@city.nishinoomote.lg.jp

集落支援員
榕城校区担当　竹之内章寿（写真中央左）

「いち早く校区の皆さんに顔を覚えてもらえるよう心がけ
たいと思います。顔を見かけたら、是非、お声掛けくださ
い。少しでも校区の力になれるよう、頑張ります。」

◆地域おこし協力隊活動報告会開催！◆
　令和８年３月 18 日（水）13 時 30 分
より西之表市民会館 301 会議室において
令和 7 年度地域おこし協力隊の活動報告
会を開催しました。当日は市内外から約
50 名に参加いただきました。隊員からの
発表後には活動に関しての質問を多数い
ただき、最後に市民を代表して窪田校区
長（古田校区）より「素晴らしい活動報
告だった。今後もより一層、地域おこし
協力隊の活動が多くの市民に伝わるよう
に、地域住民と協働した活動をおこなっ
てもらいたい」との講評
をいただきました。

※写真左から（）内は担当及び着任年数（R8.4.1 時点）
①村瀬隊員（ふるさと納税推進担当・2 年目）
②アン隊員（移住定住対策担当・2 年目）
③市村隊員（持続可能な地域づくり担当・R8.3.31 退任）
④橋口隊員（観光 PR 担当・3 年目）
⑤遠藤隊員（空き家対策担当・3 年目）

報告会の様子は右の
QR コードより是非
ご覧ください！

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　　☎ 22‐1111 内線 215

◆地域おこし協力隊とは・・・◆
　地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域等に住民
票を異動し、地域ブランドや地場産業の開発・販売・PR
等の地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民生活
支援などの取組を行うものです。隊員は各自治体に任用
され、任期はおおむね１年から 3 年です。

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

　全国各地で活躍されている出郷者の皆さま
と市民の交流を通して、市の施策に対する提
言や市の PR に寄与していただくことを目的
として実施してきた「種子島ふるさと交流大
会」。令和８年度は「第57回種子島鉄砲まつり」
への参加・観覧を軸に開催予定です。
　以下のお申し込み先に①ご住所、②お名前、
③ご連絡先、④手踊りへの参加・不参加を記
載の上、FAX、メールでお申込みください。
たくさんの参加をお待ちしております。
申込期限：令和８年６月 30 日（火）

◆種子島ふるさと交流大会のご案内◆

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係
　　　　　　☎ 22‐1111 内線 215

地 元 食 材 を
使った美味し
いランチをご
用意します！

法 被・ 手 ぬ ぐ
いは事務局で
用意します！
手踊りに参加
せ ず、 観 覧 の
みの参加も大
歓迎です！

⑭市政の窓 2026. ５月号



№ 279

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

学
ぶ
楽
し
さ
、
広
が
る
輪
。

令
和
８
年
度 

西
之
表
市
生
涯
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　
新
し
い
知
識
や
趣
味
は
、
日
常
に
彩
り
と
発
見
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
西
之
表
市
で
は
、
令
和
８
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
」
や
「
生
涯

学
習
市
民
講
座
」・「
寿
大
学
」・「
高
齢
者
学
級
」・「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
、
そ
し
て
健
や
か
に
学
び
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
学
習
は
、
お
一
人
で
も
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
で
も
、
年
齢
に
関
係

な
く
、
い
つ
で
も
誰
で
も
参
加
で
き
る
学
び
の
場
で
す
。
同
じ
関
心
を
持

つ
仲
間
と
の
体
験
や
会
話

は
、
き
っ
と
皆
さ
ん
の
毎

日
を
よ
り
豊
か
で
活
力
あ

ふ
れ
る
も
の
に
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。「
何
か
新

し
い
こ
と
を
始
め
た
い
」

「
同
じ
趣
味
を
持
つ
友
達

が
ほ
し
い
」「
今
の
ス
キ

ル
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た

い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
一
歩
踏
み
出

し
、
学
び
の
扉
を
叩
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
い
講
座
内
容
や
参

加
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
申
し
た

　

昭
和
47
年
の
『
市
政
の
窓
』
11
月
号
に
、
高
重
義
好
先
生
の
「
文
化
財
の
語
る

も
の
」
と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、「
一
老
婦
が
『
文

化
財
の
調
査
で
ご
ざ
り
申
す
か
』
と
、
文
化
財
と
い
う
言
葉
が
至し
ご
く極
ス
ン
ナ
リ
と
飛
び

出
し
た
。
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
を
読
ん
で
、「
ご
ざ
り
申
す
」
と
い
う
言
葉
が
日
常
的
に
会
話
の
中
で
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
別
の
女
性
は
、「
畑
に
オ
カ
シ
カ

も
の
（
石
器
や
土
器
片
）
が
あ
っ
た
の
で
拾
っ
て
お
き
申
し
た
」
と
話
し
た
と
い
う
の

で
、
ま
す
ま
す
こ
の
言
い
回
し
（
敬
語
の
「
申
す
言
葉
」）
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
話
し
言
葉
の
中
で
普
通
に
使
わ
れ
て
い
た
「
申
す
言
葉
」
で
す
が
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
港
や
空
港
で
目
に
す
る
「
お
じ
ゃ
り
も
う
せ
（
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
）」
く
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
、

実
際
に
日
常
会
話
の
中
で
耳
に
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

島
津
家
の
直ち
ょ
っ
か
つ轄
地
だ
っ
た
お
隣
の
屋
久
島
は
、
比
較
的

鹿
児
島
弁
に
近
い
方
言
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
種
子
島
は

種
子
島
家
が
代
々
島
主
を
務
め
た
た
め
、
鹿
児
島
弁
と
は
異

な
る
独
自
の
方
言
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
種
子
島
で
は
、

武
家
社
会
を
彷ほ
う
ふ
つ彿
と
さ
せ
る
言
い
回
し
が
近
年
ま
で
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

  　

(

文
責
：
文
化
財
保
護
審
議
委
員 

中
園　

愛
）

【第 67 回】
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

海
外
か
ら
の
不
審
な
電
話
に
ご
注
意

海
外
か
ら
の
不
審
な
電
話
に
ご
注
意

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
海
外
か
ら
の
知
ら
な
い
国
際
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。「
＋
１
」
や
「
＋
４
４
」

な
ど
、「
＋
」か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
は
海
外
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
に
な
り
ま
す
。

●
心
当
た
り
の
な
い
国
際
電
話
は
詐
欺
の
電
話
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

怪
し
い
電
話
に
は
出
な
い
、
折
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
電
話
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合
、
個
人
情
報
は
絶
対
に
伝
え
ず
、
す
ぐ
に

電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
国
際
電
話
を
利
用
し
な
い
方
は
、
利
用
休
止
申
請
等
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
固
定
電
話
）
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　
　
　
　
　

  

電
話
：
０
１
２
０
‐
２
１
０
‐
３
６
４

（
携
帯
電
話
）携
帯
電
話
端
末
や
O
S
に
よ
っ
て
は
発
着
信
の
設
定
が
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
安
な
と
き
は
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。
総
務
省
が
実
施
し
て
い
る
「
迷
惑
電
話
対
策
相

談
セ
ン
タ
ー
（
で
ん
わ
ん
セ
ン
タ
ー
）
：
電
話
０
３
‐
６
１
６
２
‐
１
１
１
１

（
平
日
10
時
～
17
時
）」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被
害
の
相
談
は
警
察
で
も

で
き
ま
す
（
警
察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」）。

【参考】見守り新鮮情報   第 537 号 (2026 年３月 19 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　　イラスト：黒崎 玄

　
〈
事
例
１
〉
最
近
、「+

１
」
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
が
多
く
か
か
っ
て
く
る
。

電
話
に
出
て
も
無
言
だ
っ
た
。
国
際
電
話
の
受
電
を
拒
否
す
る
設
定
を
し
た
い

が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。（
60
歳
代
）

〈
事
例
２
〉
自
動
音
声
で
数
時
間
後
に
電
話
が
使
え

な
く
な
る
と
い
う
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
。「
１
」

を
押
せ
と
言
わ
れ
て
押
し
た
ら
、
電
話
口
に
人
が

出
て
、
名
前
と
生
年
月
日
を
聞
か
れ
て
答
え
た
と

こ
ろ
、
間
違
い
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
切
ら
れ
た
。

着
信
履
歴
か
ら
海
外
か
ら
の
着
信
だ
と
知
っ
た
。

今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。（
80
歳
代
）

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　

■
問
合
せ
先
　

■
問
合
せ
先
　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

【令和８年度国民年金保険料について】

　納付書を使用し、銀行などの金融機関、郵便局またはコンビニエンスストアで納めていた
だくか、口座振替、クレジットカード、電子（キャッシュレス）決済、電子納付（Pay －
easy）により、「納付期限」までに国民年金保険料を納めてください。
※会社などに就職し、厚生年金保険に加入した方は、行き違いのため、納付は不要です。

　令和８年４月～令和９年３月の国民年金保険料は、月額 17,920 円です。

《《老後を支える終身保障》老後を支える終身保障》…生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。
《《万が一の時も保障》万が一の時も保障》…老後だけではなく現役世代の保障も充実しています。
　ケガや病気などが原因で一定の障害が残ったときには「障害基礎年金」が、死亡したときには、
その人に生計を維持されていた遺族（子のある配偶者または子）に「遺族基礎年金」が支給されます。

（※障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取るためには、一定の納付要件を満たす必要があります）
《《社会保険料控除》社会保険料控除》…納めた保険料の全額が所得から控除されます。

〇国民年金のメリット〇国民年金のメリット

　定額の保険料に月額 400 円の付加保険料を上乗せして納めると、将来の老齢基礎年金に付加年
金が加算されます。付加年金額（年額）は「200 円×付加保険料を納めた月数」で計算され、２
年以上受け取ると、支払った付加保険料以上の年金が受け取れます。

　保険料免除・納付猶予（学生の場合は学生納付特例）期間は、10 年以内であれば追納して老齢
基礎年金の年金額を満額に近づけることができます。
・保険料の納付猶予（学生納付特例）期間は、将来の老齢基礎年金の年金額を計算する際の対象に
なりません。
・保険料免除期間は、国庫負担分や減額された保険料を納めた分は、将来の老齢基礎年金の年金額
を計算する際の対象になります。

〇受け取る年金額が増える「付加保険料」の納付（おすすめ）〇受け取る年金額が増える「付加保険料」の納付（おすすめ）

〇保険料の追納（おすすめ）〇保険料の追納（おすすめ）

⑯市政の窓 2026. ５月号



宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

（
記
事
の
内
容
は
３
月
25
日
現
在
）

H
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機

第
２
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
実
施
結
果

　

対
応
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ

は
下
の
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ

失
敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　高齢者特有のライフイベントで起こる大切な人との死別、役割の喪失など
を体験したときや、経済的な問題・病気の発症・家族とのもめごとなど、日
常的な不安や悩みを感じたときに共有・理解してくれる仲間や友人がいない
と「孤独」を感じやすくなります。社会的な孤立は気分の落ち込みや慢性的
なストレスの誘因となり、精神機能の低下をもたらします。
　抑うつなどの精神機能・認知機能の低下がみられるこころ・心理の虚弱は「精神・心理的フ
レイル」と呼ばれます。
　高齢期において、病気や障害などによる健康の喪失、配偶者や友人など親しい人々との死別
による喪失などをきっかけとして、社会とのつながりを失うと、生活範囲やこころの健康、口
腔機能、栄養状態、身体機能までもが低下をきたし、
ドミノ倒しのようにフレイルが進行、重症化して
いきます。

　フレイルとこころの健康

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
月
15
日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６

号
機
（
30
形
態
試
験
機
）
の
打
上

げ
に
向
け
た
開
発
試
験
の
一
環
と

し
て
、
第
２
回
１
段
実
機
型
タ
ン

ク
ス
テ
ー
ジ
燃
焼
試
験
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）

を
実
施
し
、
計
画
通
り
終
了
し
ま

し
た
。

　
Ｃ
Ｆ
Ｔ
は
、
打
上
げ
当
日
と
同

じ
手
順
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
に
移

動
し
、
推
進
薬
を
充
填
し
て
エ
ン

ジ
ン
燃
焼
を
行
い
、
機
体
や
地
上

設
備
の
機
能
等
を
確
認
す
る
試
験

で
す
。
今
回
は
、
昨
年
７
月
に
実

施
し
た
第
１
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
で
確
認
さ

れ
た
１
段
水
素
／
酸
素
タ
ン
ク
圧

昇
圧
不
足
事
象
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
時
の
デ
ー
タ

を
取
得
し
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
験
実
施
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

宇
宙
手
話
を
開
発
し
ま
し
た

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
筑
波
大
学
手
話
サ
ー

ク
ル
と
協
力
し
、
聴
覚
障
害
者
を
含

む
多
様
な
人
々
に
宇
宙
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
宇
宙
用
語
の
手
話
表
現
と
し
て

宇
宙
手
話
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の

宇
宙
手
話
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
働
く
聴

覚
障
害
者
が
企
画
・
制
作
を
行
い
、

宇
宙
開
発
の
専
門
知
識
と
聴
覚
障
害

者
と
し
て
の
知
見
を
取
り
入
れ
、
約

１
年
か
け
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、「
Ｈ
３
」
や
「
ア
ル
テ

ミ
ス
計
画
」
な
ど
、
宇
宙
開
発
に
関

す
る
14
の
用
語
を
手
話
に
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
推
進
の
一
環
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
も

の
で
す
。

　フレイル予防には、「運動」「栄養・口腔機能」「社
会参加・こころの健康」の３つをバランスよく実
践することが大切で、フレイルとこころの健康と
の関連は極めて強く、早期からの予防が大切です。

⑰ 市政の窓2026. ５月号



▲市ホームページ
はこちら

市長の主な動静（令和８年３月）
　市ホームページもご覧ください。

３月 活　動　内　容
２日（月）種子島高等学校卒業式
５日（木）第１回市議会定例会本会議（議案審議）
６日（金）第１回市議会定例会本会議（一般質問）
７日（土）きりすとこども園卒園式
８日（日）自衛隊入隊者壮行会
９日（月）第１回市議会定例会本会議（一般質問）
10 日（火）第１回市議会定例会本会議（一般質問）
11 日（水）種子島中学校卒業式
13 日（金）種子島中学校スクールバス新車両運行開始式

戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
２
月
受
付
分
）

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
～
４
月
10
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

窪
田　
恋こ
は
る春

女
恵
也
・
華
奈

松
畠

西
村　
桜お

と澄

男
大
智
・
千
尋

朝
日
が
丘

田
中　
芙ふ
う羽

女
徹
朗
・
あ
い
子
奄
美
市

石
坂　
千ち
ひ
ろ紘

男
俊
介
・
里
歌

野
首

小
倉　
良り
ょ
う
ま真

男
良
太
・
真
美

納
曽

中
川　
翠す
い

女
大
・
絵
梨
奈

川
迎

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
４
月
10
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

小
倉　
ナ
リ
子

86

松
畠

鎌
田　
ハ
ナ
子

87

下
郷

山
本　
誠
治

71

能
野
里

澄　
ア
ツ
ミ

90

洲
之
崎

日
髙　
浩
信

65

小
牧
野

榎
本　
康
宏

48

大
花
里

山
下　
ミ
チ
ヱ

83

二
本
松

清
水　
末
則

90

西
町

池
村　
セ
イ

103

野
首

長
野　
侃

89

横
山

牛
島　
ト
シ

97

塰
泊

小
川　
俊
一

75

川
迎

瀬
戸
口　
文
男

91

現
和
上
之
町

川
𠩤　
文
子

69

池
田

福
元　
節
雄

86

野
首

鎌
田　
正
子

86

古
田
上
之
町

　
市
政
の
窓
４
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
６
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
わ
だ
い
「
歯
科
保
健
事
業

功
労
者
知
事
表
彰
」

（
誤
）
榎
本
員
緒
は
、　
（
正
）
榎
本
院
長
は
、

・
６
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
わ
だ
い
「
た
ね
や
く
き
ら

め
き
表
彰
」

（
誤
）
５
６
５
本　
（
正
）
５
６
５
０
本

（
誤
）
６
０
０
本　
（
正
）
６
０
０
０
本

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

秋
山　
ナ
ル
エ
大
崎

秋
山　
秀
雄

濱
田　
博
文

上
之
原
町
濱
田　
一
則

橋
口　
政
志

鞍
勇

橋
口　
エ
ミ

原
野　
智
子

桃
園

原
野　
龍
太
郎

日
髙　
茂
晴

東
町

日
髙　
ス
ミ
エ

南
竹　
和
年

池
野

南
竹　
ト
シ

落
合　
妙
子

寺
之
門

落
合　
奉
美

松
下　
工

里
之
町

松
下　
キ
ミ
子

中
村　
孝
子

松
畠

中
村　
勉

植
村　
耕
次

榕
城
中
目
植
村　
ミ
ネ

※
一
般
寄
附
（
１
月
分
）

　

二
水
会

西之表市　市長の動静

14 日（土）若宮保育園卒園式
17 日（火）市土地改良区通常総代会
20 日（金）奄美市市制施行二十周年記念式典・祝賀会
24 日（火）榕城小学校卒業式
25 日（水）第１回市議会定例会本会議（閉会）
26 日（木）鹿児島県離島振興協議会第４回理事会

鹿児島県観光連盟第４回定例理事会
27 日（金）市農業振興公社社員総会
28 日（土）安納双葉保育園閉園式

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　　
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※市政の窓掲載記事以外の主な市長の
　動静を掲載しています。

⑱市政の窓 2026. ５月号



文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

道
端
に
揺
れ
て
咲
い
て
る
菜
の
花
に
モ
ン
シ
ロ
蝶
も
群
れ
て
舞
い
飛
ぶ

散
歩
す
る
程
よ
い
季
節
と
な
り
に
け
り
桜
に
菜
の
花
心
も
穏
や
か

ペ
ア
フ
リ
ー
逆
転
劇
に
涙
す
る
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

何
の
為
戦
争
起
こ
す
ト
ラ
ン
プ
の
狂
気
に
生
命
と
ら
れ
る
人
々

一
炊
の
夢
だ
に
識
ら
ず
南
海
の
島
に
し
住
み
て
妻
と
生
き
お
り

好
き
な
事
し
て
い
る
間
は
疲
れ
な
く
春
の
日
浴
び
て
鉢
の
草
引
く

矯
め
過
ぎ
て
折
れ
し
桜
の
ひ
と
枝
を
祈
る
が
ご
と
く
接
ぎ
合
せ
お
り

空
を
飛
ぶ
海
か
ら
飛
び
出
す
飛
魚
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
と
並
ん
で
競
う

二
年
ほ
ど
わ
れ
も
住
み
居
し
川
辺
り
の
河
津
桜
を
市
報
に
知
り
ぬ

君
と
見
し
大
阪
城
の
八
重
桜
今
も
こ
こ
に
て
色
褪
ぬ
春

お
母
さ
ん
の
コ
ロ
ッ
ケ
が
無
性
に
食
べ
た
い
と
近
況
告
げ
る
娘
よ
り
の
メ
ー
ル

朝
ド
ラ
の
歌
「
日
に
日
に
世
界
は
悪
く
な
る
」
否
定
で
き
な
い
妄
想
者
た
ち

コ
ツ
コ
ツ
と
な
じ
ん
だ
杖
と
退
院
の
又
ふ
り
か
え
る
白
い
病
棟

窓
あ
け
て
見
渡
す
限
り
銀
世
界
南
の
島
に
雪
の
お
見
舞
い

寒
に
耐
へ
咲
く
花
ば
な
の
小
さ
き
色

別
れ
の
日
六
人
そ
ろ
っ
て
卒
業
す

村
之
町
・
岩
崎
　
真
一 

鹿
児
島
市
・
大
山
　
貴
美
子

千
葉
県
・
小
山
田
　
操

若
宮
・
椎
木
　
秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利
　
英
世

鹿
児
島
市
・
下
村
　
タ
ミ
子

中
西
・
新
藤
　
富
美
惠

下
能
野
・
髙
𣘺
　
香
代
子

茨
城
県
・
冨
永
　
道
子

塰
泊
・
中
林
　
廉

桜
が
丘
・
倍
　
由
美
子

西
町
・
濱
田
　
千
代

榕
城
中
目
・
古
澤
　
勝

鹿
児
島
市
・
吉
盛
　
正
子

中
野
・
鏑
木
　
康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
の
る

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　6 件
うち建物　0 件

［救　急］
出動件数　66 件
うち急病　38 件

３月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　   ０件
死 者　   ０人
負 傷 者　   ０人

４月 10 日現在
（R ８年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,386 3,624 7,010 3,904
上西 212 232 444 262
下西 1,117 971 2,088 1,247
国上 429 440 869 523
伊関 159 174 333 206
安納 156 168 324 186
現和 500 503 1,003 619
安城 122 115 237 142
立山 43 38 81 52
中割 32 26 58 42
古田 152 182 334 188
住吉 378 407 785 476

［校区別］

［人口］
全体 13,566 人（－ 232）
男性 6,686 人（－ 110）
女性 6,880 人（－ 122）

［世帯数］
7,847 世帯（－ 95）

（　）内の数字は前月比

３月末現在
人人口・世帯口・世帯

５月 当番スタンド
10 日 ㈱グローバルシンク

（旧和人組）（上石寺）
17 日 ㈱有馬石油店（西町）

24 日 ㈱三栄石油商会（天神町）
31 日 種子島石油㈱（鴨女町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告 広告広告

青果状況【３月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 456 21 3,363 191
葉茎菜
　　類 1,582 77 3,501 363
果菜類 1,049 330 1,376 351
その他 2,684 828 1,792 435
小 計 5,771 1,256 10,032 1,340

果
物
類

か ん 　
き つ 類 1,943 259 1,039 113
果瓜類 0 0 0 0
その他 234 341 285 75
小 計 2,177 600 1,324 188

鳥 卵・　　
加 工 品 等 40 29 482 224

花　類 9,014
本 341 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
20 トン

8 トン
（40％）

12 トン
（60％）

取引額
398 万円

223 万円
（56％）

175 万円
（44％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《５月の休み》
３日・４日・５日・６日・10 日・13 日・
17 日・20 日・24 日・27 日・31 日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

※５月３日（日）は当番店
はございません。営業時間
は各店にお問い合わせくだ
さい。

お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員

⑲ 市政の窓2026. ５月号
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

こだわりの味 お
土
産
に

お
土
産
に

お
土
産
に


